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どんなスポーツでも、そうだと思いますが、継続が大切です。その道でまず10年頑張る
と、その道に合った体になり、フィットしてくるのです。そして、更に10年頑張ると大き
な大会等で良い成績を発揮できるようになります。しかし、そこからもう一度自分を客観
的に見直して、理想の技術を追求し、自分の特技を融合して更に10年(計30年)修行を積む
と、指導者として独自の技術を教えたり、感動を与えたり、広めることが出来るような
オーラが出てくると思います。１万時間の練習時間が、その道の壁を乗り越えることが出
来る目安であるとか、新しい技術を習得するには、３万回の反復練習が必要であると言う
理論も納得できます。私も調度昨年2012年で、舞鶴市でのテニス競技生活や、色んな経験
や修行を30年間継続できたお陰で、上記の内容の投稿文を舞鶴市民新聞に記載して貰いま
した。文中のア・オ・イ・ク・マの人生の心得は、ものまね四天王の１人のコロッケのお
母さんが、息子(コロッケ)に託した、解り易い、思い出しやすい、深いい言葉です。その
頭文字を真似て、私独自の有本流テニス理論の心得を造ってみました。中々頭では理解出
来ても、体はその通りには表現できないのが難しいけれど、それがテニスの面白い所で
す。人間力と言う言葉が最近よく使われますが、スポーツ専門誌では、人間の中心装置を
育てるという表現で記載されていました。正にテニス(球技)に持って来いの文言のように
思います。理想のテニス(球技)は、中心軸を意識して体幹を捻り、中心軸(内部)から解い
て外部(腕やラケット等)に運動連鎖で伝えて行く動作が基本中の基本なのです。


